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【事例 1】：システムの同一性：作動する自己と構造的自己 7 
  孵化したオタマジャクシは、成長してカエルになる。小学生にでもなれば誰でも知っている生物学
的事実である。そして私たち観察者は、あのオタマジャクシが立派になったものだと感嘆の声を上げ
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年、青土社）、157 頁参照。 






















その後、体内で改めて必要な要素へと組み直される。そうだとすれば、A と B という現象相互の比較
では、上述の生態行動レヴェルにとどまらず、ミクロレヴェルでも両者を貫く同一物がないことにな
る。 
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A オタマジャクシ           B カエル 





















































  【安定系①】     【変態】   【安定系②】 
構造→機能（制約） → 形成運動 →  機能→構造（組み替え） 







































                                                   





















       













                                                   


















































                  





























        【主体の形成】           【制作行為と作品の形成】 
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経験の記述：働きの存在論（２）―オートポイエーシスにおける二重の自己 
103 
に重要である。 
 
 この三つの原則は、示唆的であり、本稿の「作動する自己」と「構造的自己」という二つの自己の運
動の関係性を捉え、変化させる際の手がかりになるものである。ただし、ここでの三つの原則は、健
全なシステムの安定性を維持するものとして指摘されている。ということは、不健全なシステムにお
いては、ある変数の増長をむしろ促すか、新しい変数を見出すことで、システムの非可逆的変化を誘
導し、別の安定するシステムへと形成を促すことが必要となるということだ。そして最終的には、c
の原則が、安定したシステムのレジリエンスを担保することとなる。しかもオートポイエーシスでは、
複合化したシステムの連動体として、上記の原則が考慮されねばならないのである。 
 
 
※本稿は、科学研究費、基盤研究（C）「レジリエントな心的システム確立のための発達現象学的治療
理論の構築」による研究成果の一端である。 
 
